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はじめに 

近年、光ファイバ空間分割多重方式(SDM)間

のスイッチングが期待されている。[1]その点で

２次元面内の光結合系が有望と考えられる。こ

れまで単一モードファイバ(SMF)と 45°ミラ

ーと自己形成レンズを用いたポリマー導波路

[2]の検討を行ってきたが、今回種々の光ファ

イバの構成について高効率光接続の検討を行

った。 

解析結果 

解析を行った光結合系構成の模式図を Fig.1

に示す。①②は通常のガラスクラッド（①先端

平坦、②先球），③④は空気クラッド（③先端

平坦、④先球）構成であり、それぞれコアとガ

ラスクラッドの比屈折率差Δ=0.2%（口径 10m）

と１％(口径 5m)について検討した。SMF とレ

ンズとの距離 d、横方向位置ずれ x、傾きφな

どパラメーターについて損失特性を解析した。

ポリマーレンズ径は 10m とした。Fig.2 に光

結合損の距離 d 依存性を示す。各構成で d~6m

程度まで殆ど変化がない。Fig.3 は横方向の位

置ずれ x 依存性である。これらの解析から、総

合的に③空気クラッド、Δ=0.2%ファイバにお

いて、位置ずれ約±2m、角度ずれ数度の許容

度で約 2dB 程度の結合損失が期待される。 
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Fig.1 Proposed four optical fiber structures 

 
Fig.2 Distance dependence of optical coupling loss  

 

Fig.3 Horizontal deviation dependence of optical 

coupling loss 
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